
従来の冷凍システムでは、低凝縮温度 (tk)、小さい温度差 (TD) での運転ができません。

●凝縮圧力制限。外気温度が下がっても自然の恩恵を受けられず省エネ効果なし。

●凝縮温度が下がると蒸発器内の分流がさらに悪化してしまうので運転不可能。

●蒸発器への着霜による能力低下と、頻繁なデフロストによるエネルギーロス。

●高温度差に晒され製品の昇華現象を増長、乾燥による品質劣化。
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従来の冷凍システムで、凝縮圧力を 1MPa ～ 1.4MPa 以下で運転すると様々な弊害が生じ冷却不良と

なります。その理由は、設計基準となる構成機器の能力数値を正しく捉えることができないためです。

とくに蒸発器の各回路への分流がさらに悪くなり、冷凍機に冷媒液が戻る液バックで冷凍能力が極

端に低下し、冷却不良や最悪の場合冷凍機を破損させてしまいます。また、冷媒温度と空気の温度

差 (TD) が 10℃以下での運転もユニットクーラの構造に絡む冷媒制御が困難で、ユニットクーラの

効率が悪くなり同様に正常な運転ができません。

冷蔵庫運転シミュレーション

emRS SELECTION AND ANALYSIS SOFTWARE
冷蔵設備の設計支援と年間シミュレーションをおこなう総合的なソフトウェアです。

■特徴

使用温度（5℃～－65℃）、入庫品温度を入力後、熱負荷計算をおこないます。

この結果に基づいて冷凍機運転時間を決定し、機器選定をおこないます。

機種の組合せを決定すると吸入・液管と順次現場の施工に合わせた配管能力計算を行います。

最後に運用する地域を選定することで各月の侵入熱量とシステム能力による運転時間を算出

しランニングコスト計算を実行します。このシミュレーションソフトの優れているところは

ユニットクーラ・冷凍機・配管それぞれの組み合わせ能力、つまり平衡能力を計算している

という点です。これを説明すると、例えば凝縮温度が変化すると冷凍機の冷凍能力が変わり

ます、冷凍能力の変化はユニットクーラ・吸入配管の能力に影響をあたえます。この影響か

ら生じる圧力損失と、さらにはバルブ一つの圧力損失をも含めた冷凍システムの有効能力

（実際の能力）を運用地の環境から冷蔵庫の侵入熱量と運用状況を考慮して時系列に算出し

ているという点です。この emRS セレクションソフトウェアは、これまでの検証からシミュ

レーション結果の 5％以内の誤差と高い精度を得ています。 

この選定結果から、分流器選定と tkoptimizer の最適凝縮圧力プログラムをソフトウェア

が自動生成し円滑な受発注が可能となります。

また、年間の使用電力・電力料金・CO2 排出量を同時に出力します。さらに、TD≦12℃で

凝縮圧力制限をしている一般的な設備との比較も出来るので CO2 の排出削減効果を数値とし

て確認することが可能です。

新しい思想が織りなす先進のアルゴリズム

現在まで emRS でイータマックスシステムに対応可能な機種
  ■冷凍機

　  三菱電機㈱ SF/SL・MS シリーズ R404A/ERA・ERAV・ECAV

　  日立アプライアンス㈱ RSU シリーズ R404A/RS シリーズ NH3/KXシリーズ

　  コベルコ・コンプレッサ㈱ izα・SHαシリーズ R-404

  ■ユニットクーラ

　  emRS ユニットクーラと組合せ

　  R-404A 用　86機種をラインアップ

　  NH3 用　アルミチューブ・アルミフィン　35 機種をラインアップ


